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6カルメンとフラメンコ
カルメン？
　フラメンコといえば、カルメン。そ
んなイメージは今でも根強いようです。
　カルメンはスペインにはよくある女
性の名前で、カルメン・アマジャをは
じめ、カルメン・リナーレス、カルメン・
レデスマ…フラメンコのアルティスタ
にも多いですね。でもここでいうカル

メンは彼女たちの名前ではなく、オペ
ラで有名な『カルメン』です。さてフ
ラメンコとの関係はあるのでしょうか。

物語／小説とオペラ
　オペラ『カルメン』は1875年にパ
リで初演されました。その基になった
のはメリメの小説『カルメン』で、

1847年に発表されています。メリメ
は何度もスペインを旅し、1930年にモ
ンティホ伯爵夫人に聞いた話などをも
とに創作したのが小説『カルメン』で
した。北スペイン、ナバラ出身の兵士
ドン・ホセがセビージャでヒターナに
夢中になり、彼女ゆえに山賊に身を落
とし、ついには殺すという身の上話を、
スペインを訪れた考古学者が聞くとい
う物語で、民族学的考察の要素も含み
ます。が、オペラでは恋愛に焦点を当
て、セビージャを舞台に異国情緒を強
調し、原作が持つ重苦しい暗さとは対
照的な華やかさで見せます。男を誘惑
し堕落させるファム・ファタル、魔性
の女の典型、奔放なカルメンのイメー
ジはオペラからきています。とても人
気の演目で、オペラとして観たことが
ない人も口ずさめるくらい有名な曲が
たくさんありますね。

カルメンの時代
　オペラ『カルメン』が発表された
19世紀後半はスペインで、フラメン
コの形が確立しはじめた時代です。そ
の少し前に発表された小説の『カルメ
ン』でも、タンバリンを持って踊った
り、カスタネットを鳴らしたりするカ
ルメンの姿が描かれていますが、フラ
メンコという言葉は出てきません。た
だ、金持ちがジプシー女をよびギター
伴奏で“ロマンセ”を踊らせて楽しむ、
といっています。一方、スペインの古
典舞踊であるエスクエラ・ボレーラは
19世紀前半からフランスの劇場の舞
台にも上がってきました。スペイン発
の音楽舞踊がフランスでも人気を集め
ていたのです。フランスの人気舞踊家
によって踊られ、またスペインから舞
踊団もやってきました。彼らの演目の
中には今のフラメンコの原型とみられ
るようなものもあるのです。オペラ『カカルメン・アマジャ

カルメン・アマジャのアメリカでの人気の由来にはその名前もあるのではないでしょうか。スペインのカルメン、という名前
で注意を引かれ、みるとその激示唆に熱狂したのでは？
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ルメン』の作曲家ビゼーはスペインに
行ったことはありません。でもスペイ
ン的なものを目にしたり耳にしたりす
る機会はパリにいても十分にあったと
思われます。

ハバネラとセギディージャ
　オペラ『カルメン』について書かれ
た日本語の解説などを見ると、フラメ
ンコ風のメロディーやリズムを取り入
れ、などと書いてあるのが少なくあり
ません。確かに演出としてフラメンコ
の踊り手が出演することは多いようで
すし、もとはないフラメンコ曲を加え
ることもあるようです。ですが、オペ
ラを聴いても私たちの耳に馴染んでい
るフラメンコ曲は聞こえてきません。
有名な『ハバネラ』はそのタイトル通
り、ハバナ風という意味の、キューバ
由来の音楽ジャンルです。オペラ『カ
ルメン』で歌われているのは、スペイ
ン人作曲家セバスティアン・イラディ
エルの曲『エル・アレグリート』を基
にしたものです。また、サウラの映画
『カルメン』でパコ・デ・ルシアがブレ
リアのリズムに乗せて演奏していた
『セギディージャ』も名前こそシギリ
ージャとよく似ていて、そのせいでフ
ラメンコ曲だと思われることもあるよ
うですが、セギディージャは、広くイ
ベリア半島に広がる歌の形で、フラメ
ンコ曲シギリージャでありません。セ
ビジャーナスの基となったもので、リ
ズムの原型は一緒だと言えるかもしれ
ません。

フラメンコ版カルメン
　オペラのヒットにより、無声映画時
代から映画に数多くとりあげられ、ま
た1949年にはローラン・プティ振り付
けのバレエも誕生しました。が、フラ
メンコで取り上げられることはあまり
ありませんでした。オペラでのカルメ
ンのイメージがそのままスペイン女性
のイメージのようにみられることに反
感を感じるスペイン人たちも多いのが
理由の一つかもしれません。スペイン
の流行歌で「私はスペインのカルメン、

メリメのじゃない」という歌詞がある
くらいです。日本女性を蝶々夫人のイ
メージでみられることに私たちが抵抗
を持つのと一緒かもしれませんね。
　もっともオペラ公演に招かれて踊る
ことはあったようで、1950年代ピラー
ル・ロペス舞踊団時代のアントニオ・ガ
デスはヴェローナで初めて『カルメン』
を踊ったと言います。そのガデスが、
1983年カルロス・サウラ監督の映画『カ
ルメン』に主演し、続いて舞台版もパ
リで初演します。重層構造の映画より
はシンプルですが、稽古着でのレッス
ン風景がいつの間にか『カルメン』の
物語に入っていく構成も含め、名作に
違いありません。1992年にはラファ
エル・アギラールの『カルメン』が日
本で初演され、1999年には国立バレエ
でホセ・アントニオ振付作品がアイー
ダ・ゴメス主演で上演されています。
また、2000年にはアントニオ・マルケス、
2004年には、ドン・ホセをストーカー
として描いたアントニオ・カナーレス
とローラ・グレコによる『カルメン、
カルメラ』が上演されています。その
後も2006年にはアイーダ・ゴメス、
2009年にはサラ・バラスというように、
名だたる踊り手たちがカルメンを手が
けてきています。なお、いつ始まった
のかわかりませんが、セビージャの、
団体客が行くタブラオでは『カルメン』
の寸劇は定番です。

　というわけで『カルメン』原作にも
オペラにもフラメンコは出てきません
が、フラメンコになる前のスペイン音
楽のエッセンスはあり、全く関係がな
いわけではありません。

91年のしかぜ
カナーレスとの日本公演を控えたフアナ・アマジャと。
彼女もサルバドール・タボラ版『カルメン』で主役を踊り
ました。

志風恭子／1987年よりスペイン在住。
セビージャ大学フラメンコ学博士課程前
期終了。パセオ通信員、通訳コーディ
ネーターとして活躍。パコ・デ・ルシア
をはじめ、多くのフラメンコ公演に携わる。

フランス人画家ギュスターヴ・ドレの『踊るヒターナ』サウラ監
督映画『カルメン』でも使われていたこの絵は1862年スペイン
を旅した時のスケッチです。オペラ『カルメン』が生まれた時代
のものになります。

映画『カルメン』
これは映画の台本や監督のラフスケッチなども収録した本。カ
ルメンというと圧倒的に赤い衣装が多いのはなぜでしょうね。
情熱の象徴？
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